
（様式１） 

観光社会資本の事例 

テーマ 人々の暮らしに潤いと、安心の基となる荒川第一調節池 

【施設の状況写真】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設の利用写真】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【観光資源としての利用状況】 

さいたま市、戸田市、朝霞市、志木市、和光市にまたがる荒川第一調節池は、「自然との共

生」、「空間の豊かさ・ゆとり」、「人間性の回復」の３つを基本理念とし、かけがえのない自然を守

りながら、ゆとりある河川空間づくりを目指して整備されました。ここに創出された広大な自然空

間は、人々の暮らしにゆとりと潤いを提供する場として利用されるとともに、周辺自治体等のイベ

ント活動に利用され、年間約 100 万人の人々が訪れています。 

▲田島ヶ原サクラソウ自生地は国の特

別天然記念物に指定され、開花時期の

４～５月には、多くの観光客が訪れる。 

▲彩湖がもたらす水辺や、開放的な自

然空間をもとめ、年間を通して多くの

人々が訪れている。 

▲サクラソウ開花時期の 4 月には、サクラソ

ウ自生地の保護保全を図るため「さくら草ま

つり」が催されている。 

▲調節池内に設けられた、野外活動ゾー

ンでは、様々なレクリエーションや多くのイ

ベント活動が行われている。 

 



（様式２）

テーマ 人々の暮らしに潤いと、安心の基となる荒川第一調節池 

【社会資本の基礎データ】 

○名 称 ： 荒川第一調節池 

○所 在 地 ： 埼玉県さいたま市～戸田市 

○事 業 名 ： 荒川第一調節池建設事業 

○事業主体 ： 国土交通省 関東地方整備局 荒川上流河川事務所 

○事業期間 ： 昭和 45 年度～平成 15 年度 

【社会資本の役割・効果】 

○治水効果 

 戦後 2 番目の記録的な洪水となった、平成 11 年 8 月の熱帯低気圧による洪水では、荒川第一

調節池は建設中でしたが、最大で約６９０ｍ３／秒の洪水調節を行い、下流部で一番低い京成

押上橋梁地点で、水位を約４０ｃｍ下げる効果があったと推定され、もしも上流での洪水調節が

なかったと仮定すると、水位は桁下まであと７ｃｍに迫ったと考えられます。 

 

○利水効果 

 首都圏では、人口の急激な増加と産業の発展および生活水準の向上にともない水需要が増大

し、毎年のように深刻な水不足に悩まされています。彩湖(荒川貯水池)では、有効貯水量 1，060

万ｍ3 の貯水池および浄化施設を活用し、首都圏の水道用水として新たに最大 302，400ｍ3／

日の水道用水の取水を可能にしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関連ホームページ】  荒川上流河川事務所ＨＰ  http://www.ktr.mlit.go.jp/arajo/ 

                    彩湖散策ナビ         ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ａｒａｊｏ.ｋｔｒ.ｍｌｉｔ.ｇｏ.ｊｐ/ｉ_ｓａｉｋｏ 

 


